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厚生労働科学研究補助金（社会保障国際協力推進研究事業 

「寄生虫疾患の病態解明及びその予防・治療を目めざした研究」） 

研究協力者 報告書 

 

人獣共通幼条虫症（脳嚢虫症、エキノコックス症）の病態、診断、治療、予防に向けた    

研究 

研究協力者  旭川医科大学寄生虫学講座 伊藤 亮 

 

研究要旨  

人獣共通寄生虫疾患である脳嚢虫症とエキノコックス症は、地球規模で環境汚染と流行拡

大が年々深刻化しており、WHO によって狂犬病その他とともに Neglected Zoonotic 

Diseases にリストアップされている。本研究では、これらの寄生虫疾患についての免疫、

遺伝子診断法の開発、改善と、病原体である寄生虫の遺伝子多型解析ならびに解析結果に

基づく感染地域の特定、リアルタイムで正確な検査結果を出せる迅速免疫診断キット開発

研究を前年度からの継続研究として実施し、人体エキノコックス症(多包虫症、単包虫症)、

嚢虫症に関する迅速免疫診断キットが完成し、市販されるにいたった。 

 

 

 

A. 研究目的 

人獣共通幼条虫症として地球規模で深

刻な問題を提示している疾患は、脳嚢虫症

とエキノコックス症（単包虫症ならびに多

包虫症）である。人体寄生テニア属条虫と

して 3 種(Taenia solium、Taenia saginata、

Taenia asiatica)が知られているが、これら

の中で人体脳嚢虫症を引き起こすのは T. 

solium 1 種である。本研究では 1. テニア

症・嚢虫症研究、2. エキノコックス症研究、

3. 疫学研究その他、4. 研究者ネットワー

ク強化の観点から下記の研究を展開する

ことを目的とした。 

1）テニア条虫 3 種が同所的に分布して

いる地域（タイ、中国）の発見と、3 種類

遺伝子鑑別法の開発および改善、2）T. 

solium と他の 2 種テニア条虫との分子系

統学的評価、3）嚢虫症流行地での患者、

患畜検出方法の開発と改善と新しい抗原

精製法の開発、4）遺伝子解析により患者

の感染地域を特定する試みについて研究

を展開する。また 5）エキノコックス症に

関しても同様な遺伝子解析による分類の

再検討、種内変異解析、種の起源と地理拡

散、血清診断法の改良と評価を試みる。さ

らに 6）予防の観点から、アジアにおける

専門家間でのネットワーク強化を試みる。 

 

B. 研究材料、方法 

材料：テニア属条虫症：テニア条虫感染者

から駆虫された虫体、糞便、血清ならびに

野生動物寄生テニア属条虫虫体 

嚢虫症：患者ならびに患畜から摘出された

病巣（嚢虫）、血清（患者、患畜）、髄液（患



90 
 

者） 

エキノコックス症：世界各国（ロシア、中

国、モンゴル、エチオピア、ヨルダン、イ

ラン）において画像診断ならびに外科手術

により確定診断がついた単包虫症、多包虫

症患者から得られた血清、パラフィン包埋

病理標本ならびに野生動物から得られた

エタノール固定原頭節、虫卵と成虫 

方法：旭川医科大学寄生虫学講座で開発さ

れた遺伝子検査（Multiplex PCR、LAMP、

簡便 LAMP）、血清検査法（各種遺伝子組

み換え抗原を用いてイムノブロット、

ELISA、迅速イムノクロマトキット）。 

 

C. 結果 

1. テニア症・嚢虫症研究 

1)流行の現場で特別な装置なしに実施可能

な LAMP 法を開発し、現場でその有効

性を確認した(業績 11)。 

2) 遺伝子解析に基づくテニア条虫(Taenia 

saginata、Taenia asiatica)の交雑個体の

確認：これまでに既に確認されているタ

イ以外に、中国からも交雑個体が確認さ

れた(業績 16; Nkouawa et al. in prep)。 

3) 嚢虫症の流行地域住民検診に血清検査

法を導入し、インドネシアで眼嚢虫症症例

を確認した(業績 17)。 

4) マダガスカルに分布している有鉤条虫

のミトコンドリア並びに核遺伝子を解析

した結果、アジア型が太平洋側に、アフリ

カ型がアフリカ川に分布していること、さ

らにアジア型とアフリカ型の交雑個体も

発見された(Yanagida et al. in prep.) 

5) 中国ならびにタイでそれぞれ 20 隻(Ito 

et al. submitted)、19 隻の有鉤条虫多数寄

生例が見つかった (Kusolsuk et al. in 

prep.)。 

6) テニア症患者からの駆虫薬として漢方

（カボチャの種とビンロウジュの抽出液）

の再評価が試みられた（業績 8） 。 

9) インドネシア、中国の流行地で、肥育さ

れているブタの個体識別調査、抗体検査を

実施し、抗体検査に基づき、患畜個体を確

認できた(Dharmawan et al. in prep.; Li 

et al. in prep.)。 

10) 嚢虫症診断抗原の新しい簡便な精製

法(Sako et al. in prep.)と血清と髄液とで

の抗体応答に関する比較解析結果が得ら

れた(Sako et al. in prep.)。 

11) ヒトならびにブタに利用できる嚢虫症

に関する迅速イムノクロマトグラフィ－

キットの基本形を開発し（Sako et al. 

unpublished）、ヒトに対する迅速キットを

完成させ、市販にこぎつけた（E. 資料）。 

2. エキノコックス症研究 

遺伝子解析： 

1) 分子系統学的研究：中近東（ヨルダン、

イラン）、中国、ペルーから得られた単包

条虫（G1）サンプルのミトコンドリア遺伝

子多形解析を実施し、中近東由来の寄生虫

の遺伝子多型が非常に大きいことが判明

し、G1 の起源を中近東と推定した（業績

10）。 

2) エチオピアのラクダから採取された単

包虫のミトコンドリア遺伝子解析から、G6

が確認された（業績 13）。 

3) ロシアの飼い猫から単包虫症(G1)が確

認された（業績 19）。 

4) ロシア、アルタイ地方で確認された多包

虫症、単包虫症患者の肝病巣を用いる遺伝

子解析を実施した（業績 12）。 

血清診断学的研究： 
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1) 血清診断法の開発、診断学的研究：①ス

イスで市販されている Em2plus-ELISA と

迅速イムノクロマトキットを用い、感度、

特異性に関する比較解析研究からイムノ

クロマトキットの信頼性が非常に高いこ

とが判明した(Knapp et al. in prep.)。②遺

伝子組み換え Antigen B8/1 を用いたイラ

ン人を対象とした単包虫症血清診断成績

を報告した（業績 15）。③多包虫症、単包

虫症、嚢虫症の 3 疾患に関する迅速キット

が 2012 年 12 月に市販された（製造：（株）

アドテック、大分、宇佐市、販売：（株）

ICST、埼玉、さいたま市）（資料 1）。 

3. 疫学研究その他 

1) 2011 年 1 月と 9 月に実施したインドネ

シア、バリ島の僻村で、眼嚢虫症患者（業

績 17）、有鉤条虫感染者を確認し、同地域

でのリアルタイムブタ検査法の導入に踏

み切った。その結果、有鉤条虫症患者の隣

の家で肥育されていたブタが濃厚感染し

ていることが検査から強く疑われ、剖検に

よりそれが確認された(Dharmawan et al. 

in prep.)。  

2) インドで有鉤条虫に感染し、年余にわた

る虫卵排出と、自家感染による嚢虫症を引

き起こした日本人症例に遭遇し、患者の家

族ならびに会社の同僚について嚢虫症の 2

次感染の有無を血清検査、テニア症につい

て LAMP 検査その他を実施し(Kobayashi 

et al. submitted)、国内での2次感染予防、

阻止に向けた基礎資料として、日本におけ

る嚢虫症症例報告を解析し、現在の日本の

状況と問題点を考察する総説をまとめた

(業績 14)。 

4. 研究者ネットワーク強化 

1) アジア、世界におけるネットワーク強化

のため、マレーシア熱帯医学・寄生虫学会

年次総会（クアラルンプール）、第 5 回

ASEAN 熱帯医学会議（マニラ）、第 3 回

アジア免疫・微生物学会議（ウランバート

ル）、アジア科学者会議（ボゴール）、第 18

回国際熱帯医学・マラリア会議（リオデジ

ャネイロ）に参加した。 

2) 国際シンポジウムを中国、タイで主催し

た。①人獣共通条虫症対策国際会議（旭川

医科大学、中国 CDC 寄生虫病研究所共催）、

10 月 29，30 日、上海、②アジアにおける

人獣共通条虫症シンポジウム：日本からの

過去、現在、未来における国際貢献(旭川医

科大学主催)．第 7 回食品媒介人獣共通寄生

虫病国際セミナー、12 月 12-14 日、バン

コック．①の報告書は英国の国際専門誌、

Parasitology の special issue として 2013

年度内に出版を予定している。 

 

D. 考察・結論 

患者、患畜確認に必要な血清抗体検査法、

遺伝子検査法の改善、開発に取り組み、感

染者と感染動物の検出精度が大きく向上

し、流行の現場においてリアルタイムで役

立つ検査法を確立し、市販にこぎつけた

（業績 6,7）。グローバリゼーションの波に

より、途上国から先進国への病原体の持ち

込みが日常的に起こり得る時代である。嚢

虫症対策には流行地でのリアルタイムの

検査、確認、住民ならびに保健所関係者へ

の啓発が不可欠である（業績 14）。 

北海道の地方病であるエキノコックス

症 に つ い て 我 々 が 確 立 し た 検 査 法

(RecEm18-ELISA、-Immunoblot)は、欧

米の専門機関との共同研究から世界最高

水準との国際評価を得ている。さらに、ア
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ドテック(株)と共同で開発した簡便な迅速

イムノクロマト診断キットの外部評価が

得られ（Knapp et al. in prep.）、国内外で

市販される運びになった。このキットは特

別な経験や施設を必要とせず、受診時間内

にリアルタイムで結果を出せる。国内症例

で、陽性であればほぼ 100％多包虫症と診

断できる精度である。30 年前に 1 度だけ 1

週間のバスツアーで北海道を訪問し、1 昨

年、確定診断がつかずに外科治療を受け、

多包虫症と確定された症例がある(Amano 

et al. in prep)。 

多包虫症は国内では北海道の地方病と

して知られているが、北海道全域で環境汚

染が進んでしまった現状から鑑みて、道民

の感染者増加のみならず、道外から北海道

を訪問するすべてのヒト（観光客、ビジネ

スマン、他）が北海道内で感染する機会は

日本人、外国人を問わず、今後急増するこ

とが懸念される。それゆえ、北海道外の全

国病院で診断が確定しない占拠性肝疾患

では、北海道旅行歴の有無を確かめ、多包

虫症の確定あるいは除外の目的で、全国病

院のベッドサイドでの迅速キットの利用

が推奨される。また北海道内での住民健診

に積極的に応用すべきであろう。 

格段に信頼性が向上した技術が開発さ

れ、特殊な専門家、施設を必要としない時

代であり、合理化、効率化が求められる現

在、技術の進展を客観的に評価すべき時代

であろう（業績 3）。市販キットの評価が求

められる。 

さらに、2010~2011 年にロシア、モスク

ワ市内の動物園で、外部環境とは完全に隔

離されている飼育室内で生まれ育った小

型のサルの仲間(Galago)が多数感染、死亡

しており、餌となる植物に虫卵が混入して

いたと推測されている。多包虫症は北海道

の地方病であるが、北海道から持ち出され

たイヌから成虫が検出された例（関東）、

北海道から移送され、肥育されていた競走

馬が多包虫に感染していた例(山形県)、必

ずしも北海道との関連が確認されていな

いが、肥育されていた豚が多包虫に感染し

ていた例(青森県)などの報告がある。これ

まではイヌを含め、北海道で感染した動物

個体が本州などに移送され後に感染が確

認されたと推測されているが、2011 年 3

月 11 日に発生した東日本大震災直後の原

発爆発による環境汚染、汚染地域にいたイ

ヌを含む動物の野生化、北海道から移送さ

れた家畜用牧草への虫卵の混入、野ネズミ

の混入の可能性など、北海道以外でも環境

汚染が期せずして起こり得るかもしれな

い。北海道での流行拡大実態から類推して、

定着してしまえば本州全域への汚染拡大

は容易に予測できる。その意味で、北海道

での蔓延の原因解析、東北地方における野

生動物、家畜、住民における多包虫症の動

向には注意が必要であろう（伊藤亮他、日

本臨床 2013 年 7 月別冊より抜粋）。 

 

E. 迅速キット資料：（株）ICST Co. Ltd. 

アドテック社製 ADAMU 発売に関する

お知らせ 

1) エキノコックス症（単包虫症）キット 

2) エキノコックス症（多包虫症）キット 

3) システィセルコーシス（嚢虫症）キッ

ト 

当社は、アドテック社と旭川医科大学との

協力により、全世界のエキノコックス症(多

包虫症、単包虫症)並びにシスティセルコー
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シス（嚢虫症）診断を正確な確定診断を行

うキット(研究試薬)の販売代理店を締結し、

発売を開始しましたのでお知らせいたし

ます。 

診断抗原として最も信頼性が高いと国際

的に評価されている遺伝子組み換えEm18 

(多包虫症)と Antigen B8/1(単包虫症)を用

いるエキノコックス症の迅速キット開発

は、文部科学省「橋渡し研究支援推進プロ

グラム」事業(2007～ 2011 年度)における

支援研究として北海道臨床開発機構（札幌

医科大学、北海道医科大学、旭川医科大学

で構成）の支援を得て協同開発されました。

システィセルコーシス（嚢虫症）キットは

文部科学省科学技術戦略推進費(2010～

2012 年度)により、旭川医科大学で開発さ

れました。 

エキノコックス症・システィセルコーシス

は人獣共通寄生虫疾患、食品媒介寄生虫疾

患、土壌伝搬性寄生虫疾患であり、地球規

模で環境汚染、流行域が拡大し、患者数が

増えている難治生の寄生虫疾患です。詳し

くは、カタログをご覧下さい（埼玉県さい

たま市、tel: 048-857-8026, fax:048-857- 

8041）。 
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